
（歴史的経過）

・永禄3（1560）年頃、海津城築城

・東・南・西の三方を山地に、北を

千曲川に囲まれた城下町

・北西隅の松代城より南東方向に

町が広がる

・元和8（1622）年に、真田信之が

上田より移封された頃に原型

・谷街道（北国脇往還）沿いに町屋

・城下町東部に寺社が集中

（現況）

・ 江戸時代の町割・水系が良好に残る

・ 武家屋敷・町屋・寺社などの町割が

往時とほぼ変わらない

松代城下町の特徴

松代地区の文化財の教育利用促進について

令和4年度 第2回長野市総合教育会議 資料２
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松代地区の文化財の教育利用促進について

松代町には、江戸時代を中心に数多く
の文化財が残っている。
長野市内全547件の指定等文化財の
うち、154件が松代に存在。

・国指定文化財：１２件

（重要文化財７、史跡５）

・県指定文化財：１６件

（県宝１２、史跡３、天然記念物１）

・市指定文化財：３７件

（建造物１０、絵画１、彫刻４、工芸品１、書跡１

古文書４、歴史資料１、無形文化財２、

民俗文化財３、史跡６、天然記念物４）

・国登録文化財：８９件

（建造物７９（３７箇所）、記念物（名勝）８）

市内指定等文化財の1/3が
松代に集中

２



松代城跡（国史跡）

・永禄3年（1560）頃に甲斐の武田信玄 が北信濃
進出の前進拠点として築城。戦国時代から明治の廃
城までの約300年間続いた城郭。

・甲州流築城技術を受け継ぐ、三日月堀や丸馬出し
などの特徴的な遺構。

・真田信之の入部以降、真田家の居城として明治の
廃城まで存続。

・北信濃の歴史を伝える上で、欠かすことができない
貴重な遺跡。

昭和56年4月 国指定史跡

平成18年｢日本百名城｣に選定

平成７～15年 第1期整備事業

平成27年10月 国史跡追加指定

３



松代城跡 松代城跡第2期整備計画の概要

（整備の目標）

第2期整備では、史跡内の「三日月堀」や「丸馬出し」等の特徴的な遺構を整備することにより、武田氏による
築城技術を受け継いだ真田氏の居城としての特色を、分かりやすく表現する。

◎整備の基本方針

①二の丸石場門周辺の復元

・第2期整備では、二の丸東側からの出入口空間の復元的整備がメイン
・二の丸石場門の復元整備を目指す
・石場門周辺の外堀・三日月堀を水堀復元

②二の丸土塁の整備と広大な外堀の整備

・南側の三日月堀や外堀は、堀が指定範囲外まで広がるため、土塁と馬出し空間の再現
・外堀は、土塁隣接部など一部水堀を再現

③外周園路の確保

・来訪者及び地域住民用の外周園路を整備
・既存市道等の付け替え

④第1期保存整備範囲の再整備

・既存整備箇所の再整備（修理・改善）
（木橋・木製階段・木柵・照明設備等）

４



松代城跡 松代城跡第2期整備計画の概要 ５



新御殿跡（真田邸）（国史跡）

文久２年（１８６２）に、真田家
９代藩主幸教の義母のために
築造された城外御殿。

その後、藩主の隠居所としても
利用され、明治の廃城以後は
真田家の別邸となる。

幕末期の城外御殿であり、複
数棟の建物、庭園が一体と
なって残る貴重な御殿建築。

・昭和56年４月国指定史跡

（保存修理事業）

・期間：昭和６０～平成元年度

・事業内容：土蔵３棟・表門南

北長屋の保存修理

・期間：平成１６～２４年度

・事業内容

（御殿・土蔵7棟・長屋、物見、

庭園の保存修理 など）

６



新御殿跡（真田邸）

御寝所

御寝所 御湯殿

台 所

庭 園
（ライトアップ）

７



真田家墓所（国史跡） ８

真田家墓所
昭和62年12月 国指定史跡

（長国寺）



③．真田家の御霊屋

初代真田信之霊屋（国重文）
（長国寺）

4代真田信弘霊屋（県宝）
（長国寺）

2代真田信政霊屋（県宝）
（林正寺）

信之三男 真田信重霊屋（国重文）
（西楽寺）

真田家の御霊屋 ９



旧文武学校（国史跡）

安政２年（１８５５）、真田家９
代藩主幸教の時に開校した松
代藩の藩校。

文学所・剣術所・柔術所・弓術
所・槍術所・東序・西序など、創
建時の建物がほぼ完全な状態
で原位置に残る唯一の藩校。

昭和28年３月 国指定史跡

・映画ロケやイベントなど、年間
100件を超える利用

（昭和の大修理）

・期間：昭和４９～５３年度

・事業内容：保存修理、復元

（平成の大修理）

・期間：平成２３～令和２年度

・事業内容：保存修理、

耐震診断、耐震補強
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旧文武学校

文学所
（ガイダンス）

柔術所
（砲術体験）

文学所
（着物体験）

西 序
（学習体験）
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旧文武学校

槍術所
（古武道）

弓術所
（弓道体験）

西序
（筝曲）

文学所
（華道）
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旧横田家住宅（国重要文化財）

藩の表御用役人などを勤めた松代藩真田
家家臣、横田家の屋敷。

表門や主屋、隠居屋、土蔵２棟、厩などが
残っており、裏の菜園を含めた敷地全体が
往時の景観を留めている。

昭和61年１月 国指定重要文化財

（昭和～平成の修理）

・期間：昭和６３～平成３年度

・事業内容：全面解体修理

（平成～令和の修理）

・期間：平成３０～令和２年度

・事業内容：屋根葺替、耐震補強
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その他の武家屋敷

旧白井家表門（市指定）

山寺常山邸（国登録）

旧樋口家住宅（市指定）

矢澤家表門（市指定）旧前島家住宅（県宝）
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松代藩鐘楼（市指定有形文化財）

真田信之の松代入封後、割番所
と呼ばれる足軽番所が置かれ、寛
永年間に火之見櫓兼鐘楼が設け
られた。 鐘楼は、享保2 年
（1717）の火災以降、再建と焼失を
繰り返し、現在の建物は享和元年
（1801）に再建された。

幕末には、松代藩士の佐久間象
山が、日本初の電信機実験を行っ
たという伝承が残される。

昭和42年12月 市指定有形文化財

（平成の修理）

・期間：平成２３～２５年度

・事業内容：保存修理、補強

鐘付装置の改修
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城下町の庭園群（国登録記念物（名勝地））

今井氏庭園

半田氏庭園

宮澤氏庭園

松代地区内で計８件の国登録
記念物（名勝地）がある。

平成２０年４件、平成２６年３件、
令和２年１件が登録
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寺町商家（市指定有形文化財）
江戸時代末から昭和初期まで質屋を営んだ商家金箱家の
屋敷。積極的な活用を目指し、開設当初から厨房設備やエア
コン等を整備。地域住民や観光客等の交流拠点として様々な
形で活用されている。

平成24年４月 市指定有形文化財

（保存修理）

・期間：平成２４～２６年度

・内容：保存修理、機械設備
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大室古墳群（国史跡）

日本最大の積石塚古墳群で、積石塚・合掌
型石室という全国的にも珍しい構造を持つ
古墳が集中存在するのが特徴。古墳群全体
で約500基（史跡内166基）の古墳が群集

平成9年7月国指定史跡

（第1期整備）

期間：平成9～23年度

内容：エントランスゾーン、施設整備ゾーン

（第2期整備）

期間：平成26～令和10年度（予定）

内容：遺構復元整備ゾーン
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松代地区の文化財の活用

生涯学習や観光の資源

主な活用主体

長野市のほか、松代地区住民自治協議会、

長野商工会議所松代支部、

ＮＰＯ法人夢空間松代のまちと心を育てる会、

松代文化財ボランティアの会、信州松代観光協会、
エコール・ド・まつしろ倶楽部かざぐるまをつくろう（旧横田家住宅）

甲冑着用体験（真田宝物館）
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松代エール試飲会（寺町商家）

EバイクでE旅

松代地区の文化財の活用

ライトアップ（松代城ほか）

松代藩真田十万石まつり

（松代城ほか城下一円）
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松代地区の文化財の活用

信州松代ロゲイニング（城下一円）

信州松代eスポーツ＆コミックの祭典（文武学校）
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学校教育における利用は、

・松代地区の小中学校を中心に、学区や地域の
歴史・特色の学習

・教員の研修（夏期大学）

・遠足や社会見学 など

まだまだ限定的

松代地区の文化財の活用 22



教材化の試み

学校教育の中における市内文化財の位置づけを
明確にし、授業での活用の可能性を探る

まずは、

・学習指導要領、教科書の単元等に合致

・長野市外出身の先生にもわかりやすい

・授業に生かせる素材として

文化財の情報を学習指導案作成を通して提供
するところから開始
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小・中学校の社会の授業内容

小学３年＝身近な地域や長野市の様子など

４年＝長野県の地理的環境の特色など

５年＝地理

６年 ＝公民・歴史

中学１年＝地理・歴史（～安土桃山時代）

２年 ＝地理・歴史（江戸時代）

３年＝公民・歴史（明治～）

～松代地区の文化財は、江戸時代が中心～

⇒教科書等に沿って授業に生かせる素材の
情報として提供
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武家諸法度（ぶけ しょはっと）

学習指導要領（抜粋）

小学校６年：江戸幕府の始まり、参勤交代など幕府の政策を理解

すること

中学校：江戸幕府の成立と大名統制などを基に藩と幕府による

支配が確立したことを理解すること

武家諸法度（1615年）

一 学問と武芸にひたすら精をだすようにしなさい。

一 諸国の城は、修理する場合であっても、必ず幕府に申し
出ること。まして新しい城を造ることは厳しく禁止する。

一 幕府の許可なく、婚姻を結んではならない。

【中学】 東京書籍 『新編新しい社会歴史』
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武家諸法度

「信濃国川中嶋松代城
石垣築直堀浚窺絵図」
（寛保２年）

真田宝物館蔵 （矢澤家文書）
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武家諸法度
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参勤交代（さんきんこうたい）

真田家文書 松代藩の参勤交代 300人規模

経費258両～341両 5泊6日

第3代将軍徳川家光は、参勤交代を制度として定めました。これ
以後、大名は原則、１年おきに領地と江戸とを往復することになり、
その費用や江戸での生活のため多くの出費を強いられました。

従江戸松代迄明細記（真田宝物館）

【中学】 東京書籍 『新編新しい社会歴史』
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文化2（1804）年

【松代藩７代藩主 真田幸専の参勤】

6/1松代発⇒ 6/1海野泊⇒ 6/2坂本泊⇒

6/3倉賀野泊⇒ 6/4熊谷泊⇒ 6/5浦和泊⇒

6/6江戸着

参勤交代 29



授業素材の情報提供可能な主な単元

大王の時代

織田信長・豊臣秀吉による統一事業

江戸幕府の成立と支配の仕組み

開国と不平等条約

江戸幕府の滅亡 等

【中学】 東京書籍 『新編新しい社会歴史』

縄文のむらから古墳のくにへ

戦国の世から天下統一へ

江戸幕府と政治の安定

町人の文化と新しい学問

明治の国づくりを進めた人々 等

【小６】 東京書籍 『新しい社会 ６ 歴史編』
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学習指導要領

【小学校社会】 博物館や資料館などの施設の活用を図るととも
に、身近な地域及び国土の遺跡や文化財などについての調査活
動を取り入れるようにすること

地域の実態を生かし、児童が興味・関心をもって学習に取り組め
るようにするとともに、観察や見学、聞き取りなどの調査活動を含
む具体的な体験を伴う学習やそれに基づく表現活動の一層の充
実を図ること

【中学校社会】 身近な地域の歴史上の人物と文化遺産を取り上
げることにも留意すること

地域の特性に応じた時代を取り上げるようにするとともに、人々
の生活や生活に根ざした伝統や文化に着目した取扱いを工夫す
ること。その際、博物館や郷土資料館などの地域の施設の活用や
地域の人々の協力も考慮すること
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真田宝物館

松代小学校

象山地下壕

松代支所

矢沢家表門 長国寺

寺町商家

旧横田家

象山神社

山寺常山邸

松代中学校

真田勘解由家

松代城跡

文武学校

歴史的道すじ

真田宝物館
真田邸

白井家表門

旧樋口家

松代藩鐘楼

大英寺

旧 館：昭和38年築 RC造
新 館：昭和52年築 RC造
休憩所：昭和58年築 W造
収蔵庫：昭和63年築 RC造

真田宝物館の概要

松代地区文化財の教育利用促進に向けて
真田宝物館に期待される機能

・松代城下町のガイダンス機能

・実物資料を使用した学習機能

・担当教員の研修機能

・児童・生徒の休憩場所
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